


部分が多く、測定にあたっては、残存状態が良好で、か

つ色調がよく残っている部分について実施した。彩色さ

れた部分は、顕微鏡観察から、白色顔料層の上に別の顔

料層が存在している部分と顔料をそのまま塗布している

部分が確認された。図５６に一例として支輪板・宝相華紋

部分の分析箇所について示した。図５７に示すように表面

は周辺の顔料粒子の付着や亀裂、顔料層の浮き（もしくは

陥没）などが観察できる。このような箇所は、顔料層がブ

ロック状に剥落する恐れがあるなど、今後の修理に特に

注意が必要であると考える。塗り重ねの順序は、白色層

の上に淡赤色層が、さらにその上に赤色層があることが

わかる。他測定箇所では赤色の濃淡を表現するために濃

赤色粒子と淡赤色粒子、場合によってはさらに白色粒子

を混合した顔料が確認できた。粒子の大きさは、白色・

赤色顔料に比べ緑色顔料が特に大きいことがわかった。

蛍光X線分析では、図５６の○印部分について測定をお

こなった。表２には定性分析の結果を示した。検出した

元素のうち、積分強度が大きいものから３元素を挙げ、

さらにそれ以外の検出元素をその他に示している。赤色

部分からは鉄、ケイ素、カルシウムを検出し、淡赤色部

分からは、ケイ素、鉄、硫黄を検出した。これらから、

赤色顔料はベンガラである可能性が高いと考える。

分光測色計を用いた測定では、分光反射率曲線、マン

セル表色系など、現在の色調を数値化・グラフ化して記

録することをおこなった。図５８に分光反射率曲線、表２

にマンセル及びL＊a＊b＊表色系の結果を示した。これらの

データの蓄積は、混色や下地層と考えられる白色顔料な

どの比較、顔料の変退色に関する基礎的データとして役

立つと考えている。実際の測定では、顔料層が薄い場合

などは、木地の色調の影響を含んでいると考えられるの

で、木地部分の測定もおこなっている。

４ ま と め

今回は、現地での非破壊調査を主におこなった。奈良

時代の建造物の彩色に関する貴重な基礎データとなり、

また美術史的な見地からも重要であると考える。今後も

継続して分光測色法による顔料の色調に関する測定をお

こなうことにより、顔料や剥落止めなどの変退色の経時

変化を捕らえ、今後の剥落の処理などの修復時期決定な

どの検討材料の一助になればと考えている。

（降幡順子、脇谷草一郎、高妻洋成、肥塚隆保）

表２ 定性分析結果

Main１ Mian２ Main３ その他

淡赤色 Si Fe Ca S, Cu

赤色 Fe Si S Cu, Pb

マンセル表色系 L＊a＊b＊表色系

淡赤色 ４．７YR／５．７／４．０ ５７．９／１２．４／１８．９

赤色 ３．３YR／４．３／３．１ ４３．４／１２．０／１３．７

図５８ 分光反射率曲線

図５６ 赤色部及び淡赤色部分の分析箇所一例（支輪板・部分） 図５７ 赤色部分の顕微鏡写真（１目盛０．０５�）
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